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デフリンピックに派遣され

た選手とスタッフの報告 
 

第 22 回夏季デフリンピック競技大会 

2013 年 7 月 24 日-8 月 6 日 

ブルガリア・ソフィア 

 
今回のデフリンピックのオリエンテー

リング競技には 15カ国、59人が出場し

ました。日本からは田村選手と丘村ス

タッフ二名が派遣され、大会に出場し

てきました。 

 

 
スプリント競技で使用した地図 

 

スプリント競技 
（2013 年 7 月 29日） 

スプリント競技には男子は 27 人、女

子は 17人がエントリーしました。 

会場は「Borisova gradina」という公

園でテラインはフラットで道路がネッ

トワークのようにつながっていました。

マップは 1/5000 図。距離 3,100m、高低

差 20m、コントロール数 17 個、ウィニ

ングタイム12～13分で高速でのレース

が要求されました。 

 

田村選手は 5番目にスタート。結果は

制限時間内の19分 08秒の 19位で完走

することが出来ました。 

結果、男子1位、3位はロシアでした。

2 位はリトアニアが入りました。1位優

勝タイムは 12 分 35 秒で欧州勢のスピ

ードに圧倒されるレースになりました。 

女子の 1 位、2 位はロシア、3 位はウ

クライナでした。 

 

田村選手のコメント（スプリント） 

デフリンピック前に左足首を重度の

捻挫をしてしまい、インターバルや走

り込みが足りませんでした。そのせい

か精一杯に走ってもタイムが出なかっ

た。 

スプリントはスピードが重要ですが、

若い時は 5000m 15 分強だったので、そ

の時に野中さん(多摩 OL)に早く出会い

鍛えていればよかったと残念に思う。 

 

 

ミドルディスタンス競技 
（2013 年 7 月 30日） 

ミドルディスタンス競技には 38 人が

エントリーしました。 

テレインはスプリント競技と同じテ

レインでしたが、走行範囲が拡大され、

森林部も入りましたが、全体的にフラ

ットな地形で高速でのレースが要求さ

れました。 

マップは 1/10,000 図。距離 5,750m、

高低差 45m、コントロール数 28 個、ウ

ィニングタイム 33～34分。 

 

田村選手はミドルディスタンス競技

も 5 番目にスタート。結果、制限時間

内の56分 42秒の 21位で完走すること

が出来ました。 

男子 1位はロシアの 28分 18秒。 
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2 位はリトアニアの 28 分 45 秒、3 位

はウクライナの 30 分 57 秒でウィニン

グタイムを凌ぐハイレベルなレースで

した。 

女子の 1 位はウクライナ、2 位、3 位

はロシアが獲得しました。 

 

田村選手のコメント（ミドルディスタンス） 

森林部に小道が多く交差していて、藪

の中でのコントロールが多かった。道

回りか藪を切るか？瞬間的な選択判断

はイマイチでした。元々、藪が苦手で

ですが、スピードも上がらない。ロシ

ア他選手は藪でもスムーズに走ってい

る。ここで差があるんだと思いました。 

 

 
ミドルディスタンス競技で使用した地図 

 

 

ロングディスタンス競技 
（2013 年 8 月 1日） 

ロングディスタンス競技には 28 人が

エントリーしました。                                  

会場は「Bonsovi polqni」 

マップは 1/12,500 図。距離 8,700m、

高低差 405m、コントロール数 24個、ウ

ィニングタイムは 70～75分。制限時間

は 3 時間。牧場地帯の草原部とかなり

の急傾斜のある尾根を含むテラインで

した。走力が要求されました。 

 

田村選手は 2時間 45 分 45 秒の 21 位

で制限時間内に走ることが出来ました

が、不慣れの 1/12.500 縮尺マップとブ

ルガリアの特有の複雑な地形に何度か

コントロールの場所がわからなくなり、

ルートの選択ミスをしたようです。も

う少し適切なルートの選択をし、無駄

な走行ルートを減らし、早く走れるよ

うにするのが今後の課題だと思います。 

 

男子 1 位はリトアニアの 1 時間 3 分

21秒。2位はロシアの1時間 7分 5秒、

3 位もロシアの 1 時間 15 分 34 秒で、1

位から 3 位迄がウィニングタイムと同

等のタイムでゴールするほどの熱戦で

した。 

女子の 1 位、2 位はウクライナ、3 位

はロシアでした。ロシアはスプリント、

ウクライナはミドル・ロングディスタ

ンスが得意といった具合でした。 

 

田村選手のコメント（ロングディスタンス） 

スプリント、ミドルディスタンス競技

より本格的な地形でしたのでもっと発

揮して今まで以上によい成績を取れる

ように努めてみたが、ブルガリアの特

有の複雑な地形でのルートチョイスの

迷いも出てしまい、経験量の差を感じ

ました。とても悔しく思いました。 

 

 
ロングディスタンス競技で使用した地図 

 

 

競技を終えて 
競技最終種目はリレー競技でしたが、

日本からは選手が足りず、エントリー

無しでした。次回は是非、リレー競技

に出場出来るようにチームを作りたい

と思います。 

 

今回のデフリンピックにはスタッフ

として田村選手をサポートしてきまし

た。 

田村選手は健闘しましたが、やはり本

場欧州勢は強く、世界とのレベルの違

いを強く感じました。しかし、これで

終わりとあきらめず、オリエンテーリ

ングのナビゲーション技術を更に磨い

て、２年後の世界選手権、４年後のデ

フリンピックには是非チャレンジした

いと思います。 

         （丘村：大阪 OLC） 

 

 

田村選手のコメント（競技を終えて） 

やはり本場欧州勢は強くて、健聴者も

同じですが、色々な自分自身の課題が

見つかりました。メダル獲得者たちは

オリエンテーリング競技が職業なので、

週 6 回トレーニングをしています。こ

のようにトレーニングをしないと厳し

いようです。そのことに踏まえて日本

チームは今後の方針を考えないといけ

ないと思います。 

 

 

JDOA 代表 野中好夫より 
私は再就職した関係でスタッフとし

て行くことが出来ませんでした。私の

代わりにオリエンテーリング歴が少な

いにも関わらず快くスタッフを引き受

けた丘村さんには感謝申し上げます。 

また、田村さんの出場に関して JOA

の強化合宿に参加させて頂き、ありが

とうございます。これから西日本地域

は丘村さん(大阪 OLC)、東日本地域は私

(野中)が担当しますので聴障者への普

及にご協力お願い申し上げます。 

 

日本デフオリエンテーリング協会 

代表 野中好夫 

 


